
東
金
市
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定

【
第
１
号
議
案
】

市
職
員
の
給
料
改
定

等
を
行
う
た
め
、「
東
金

市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
の
制
定

に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制

定

【
第
２
号
議
案
】

「
現
下
の
厳
し
い
経

済
状
況
及
び
雇
用
情
勢

に
対
応
し
て
税
制
の
整

備
を
図
る
た
め
の
地
方

税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
等
に
よ
り
、

地
方
税
法
等
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関

係
規
定
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
図
る
た
め
、

「
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
の
制
定

に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
23
年
度
東
金
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

【
第
６
号
議
案
】

既
定
の
予
算
額
１
７

１
億
８，

５
１
０
万
６

千
円
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
億
４，

４
７
３

万
２
千
円
（
生
活
保
護

扶
助
事
務
費
や
山
武
郡

市
広
域
水
道
企
業
団
へ

の
基
準
外
繰
出
し
増
額

分
等
）
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
１
７
３
億

２，

９
８
３
万
８
千
円

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
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平成 23 年第 4 回
東金市議会定例会

東
金
市
土
地
開
発
公
社
の

解
散
や
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど

10
議
案
を
可
決

平
成
23
年
第
４
回
東
金
市
議
会
定
例
会
は
、
11
月
28
日
か
ら
12
月

14
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
の
10
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平
成
22
年
度
各
会
計
決
算
認
定

11
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
同
じ
く
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
陳
情
１
件
が
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
14
名
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
の
個
人

質
問
が
行
わ
れ
、
今
定
例
会
か
ら
本
格
導
入
さ
れ
た
一
問
一
答
方
式

で
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

議

案

の

概

要

改
正
す
る
条
例

議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
23
年
度
東
金
市

介
護
保
険
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）【
第
７
号
議
案
】

既
定
の
予
算
額
31
億

５，

０
７
４
万
１
千
円

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
１，

７
５
４
万
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
を
32
億
６，

８
２
８

万
１
千
円
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
23
年
度
東
金
市

下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
【
第
８
号
議
案
】

市議会 

補

正

予

算

信号機設置が予定される
田間地先の交差点

1月8日、
東金中学

校のグラ
ンドを会

場に開催
された出

初式。 

火災や災
害に備え

、日頃か
ら訓練を

重ねてい
る 

消防団員
の皆さん

の力強い
行進が見

られまし
た。 

東金市消
防団出初

式 



第 150 号 議　会　だ　よ　り 平成24年 2月1日　盪

そ

の

他

※お知らせ
公職選挙法では、議員等は「選挙区内にある者に対し、いかなる名義をもってするを問わず、寄附をしてはならない。」とされていることから、東金市議会

では、虚礼廃止を徹底すべく申し合わせています。

産
業
廃
棄
物
運
搬
処

分
業
務
委
託
に
つ
い
て
、

平
成
24
年
度
を
期
間
と

し
、
限
度
額
を
５，

０

２
３
万
２
千
円
以
内
と

す
る
債
務
負
担
行
為
を

設
定
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
す
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
23
年
度
東
金
市

農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

【
第
９
号
議
案
】

汚
水
処
理
施
設
保
守

点
検
業
務
委
託
に
つ
い

て
、
平
成
24
年
度
を
期

間
と
し
、
限
度
額
を
１，

３
３
６
万
７
千
円
以
内

と
す
る
債
務
負
担
行
為

を
設
定
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

平
成
23
年
度
東
金
市

ガ
ス
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

【
第
10
号
議
案
】

予
算
第
３
条
に
定
め

た
収
益
的
支
出
の
既
決

予
定
額
の
う
ち
、
ガ
ス

事
業
費
用
に
給
料
等
２

６
２
万
５
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
予
定
額

を
11
億
８，

８
６
７
万

円
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

指
定
管
理
者
の
指
定

（
東
金
市
福
祉
作
業

所
）
【
第
３
号
議
案
】

東
金
市
福
祉
作
業
所

の
指
定
管
理
者
と
し
て
、

社
会
福
祉
法
人
東
金
市

社
会
福
祉
協
議
会
を
指

定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

指
定
管
理
者
の
指
定

（
東
金
市
簡
易
マ
ザ

ー
ズ
ホ
ー
ム
）

【
第
４
号
議
案
】

東
金
市
簡
易
マ
ザ
ー

ズ
ホ
ー
ム
の
指
定
管
理

者
と
し
て
、
社
会
福
祉

法
人
東
金
市
社
会
福
祉

協
議
会
を
指
定
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

東
金
市
土
地
開
発
公

社
の
解
散

【
第
５
号
議
案
】

東
金
市
土
地
開
発
公

社
を
解
散
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
。

（
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
）

公
設
公
営
保
育
所
へ

の
特
定
財
源
の
復
活

に
関
す
る
意
見
書
を

国
に
提
出
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情

【
陳
情
第
23
号
】

（
不
採
択
）

請
願
・
陳
情

◇第2号議案「市税条例の一部を改正する条例の制定について」
問 今回の寄附金控除について改正前にも寄附行為があったと思うが、
それらの件数はどのようになっているのか。
答 平成21年中の適用は51名で、減額した税額の合計は108万１千円、
平成22年中は34名で、110万円ほどが減額されている。

◇第6号議案「平成23年度東金市一般会計補正予算（第4号）について」
問 交通安全施設整備事業について、市内には危険だと思われる交差点
が田間の区画整理の中以外にもあると思う。今後は改良しないと危険
だという交差点について当初の予算組みの中で盛り込むべきだと思う
が、その辺の考え方は。
答 交差点に信号機を設置するという場合、子ども達のたまり場の部分
が必要になったり、必ず部分的な改良が伴う。今後は、面整備をする

場合には、予算組みの段階で信号機がつく場合になっても手戻りがな
いような最終形で交差点をつくるようにしてゆきたい。
問 まちの駅利用型観光情報発信事業について、予算を組んだ中でどう
いった効果があり、来年度はどのくらいの予算を組もうとしているの
か。また、インターネットでどのくらいアクセスがあったのか。
答 八鶴湖畔にある観光案内所の来訪者数は平成 22年度で 2,562名であ
り、今回はそれにＷＥＢ上での情報発信をするので、更なる東金市の
情報を得る方が増えてきて、その方々にいかに来ていただくかという
ところである。来年度の予算は213万円くらいを予定している。今現
在のホームページへのアクセス数はわからないが、今後新しい情報を
付加するような体制を今年・来年で構築し、多くの方に見ていただけ
るような状況を作っていきたい。

＜総務常任委員会＞

＜文教厚生常任委員会＞

◇第8号議案「平成23年度東金市下水道事業特別会計補正予算（第3号）
について」
問 処理単価が、平成18年度と比べるとかなり上がってきているが、推
移の状況は。
答 平成18年度から 21年度までは、１トンあたりの単価は18,690円で
あったが、平成22年度は20,265円、平成23年度が20,475円と、ここ
２年は単価が上がっているが、これは入札の結果、単価が上がったも
のであり、市の設計や内容を変えたこと等によるものではない。
問 委託先を1社とした場合、どのような問題があるのか。
答 県内の自治体や長生圏域の状況も調べているが、１社のみの自治体、
同一単価で２社、単価を変えて２社の自治体もある。この震災の経験
を踏まえ、リスク分散のため２社とすべきと考え、今回2,300トンまで
は１社とし、平成24年度にリスクが発生した時に対応し易い環境を整
えたものである。

◇第 9号議案「平成 23 年度東金市農業集落排水事業特別会計補正予算

（第2号）について」
問 汚水処理施設の保守点検業務の委託料の予定価格について、過去２
～３年の落札状況は。
答 平成22年度は、福岡地区が加わり、処理場が４ヵ所となったため２
本に分けて発注を行い、落札率はともに 85％台であった。平成 21年
度までは、３地区の処理場を個々に３本で発注してきたが、平成21年
度の落札率は、73～ 76％、平成20年度が約70％であった。

◇第 10号議案「平成 23年度東金市ガス事業会計補正予算（第 2号）に
ついて」
問 給料を約 111万円増額補正しているが、管理職などの等級の高い職
員の異動によるものか。また時間外手当は、どの程度の残業時間を予
定しているのか。
答 昇格した職員１名と異動で交替した職員が前任者と比べて、等級の
高い職員が入れ替わったためである。また残業は９名分で年間129時
間、月１人あたり約10時間を見込んでいる。

＜建設経済常任委員会＞

◇各常任委員会での主な質疑の概要

帯が 11世帯、市民税課税世帯が 39世帯、それ以外の世帯が４世帯で
ある。また母子世帯は10世帯である。
問 職員の質の向上についてどう考えているか。
答 発達障害児研修、感染症予防研修等に出席し、知識を広めている。

◇第 7号議案「平成 23年度東金市介護保険事業特別会計補正予算（第 2
号）について」
問 保険給付費に関して、自宅待機者、105人の世帯等の内訳は。
答 ひとり暮らし世帯が 38、夫婦のみ世帯が 18、その他の世帯が 49で
ある。
問 当初予算での見込はどれくらいみているのか、高額の補正予算を組
まない状況は出来ないのか。
答 次年度以降の推計は行っているが、保険給付費を高く設定すると、
保険料にも影響が出るので、ぎりぎりで設定している。また、ここに
きて増加傾向が著しい。

◇第3号議案「指定管理者の指定について（東金市福祉作業所）」
問 福祉作業所では人権費比率が 86.4 ％で、指定管理期間内での経費削
減は難しいと思うがどうか。
答 人件費が経費の大半を占める中で、事務費・事業費の削減となると
サービスの低下にも繋がりかねないということもあり、経費の削減と
いうのは非常に難しい。
問 景気悪化の中で、企業からの発注量に変化はあるか。
答 受注の状況だが、紙製の弁当箱の組み立て、ブラインドの部品の組
み立て等であり、工賃は月平均で、平成21年度が5,700円、平成22年
度が6,000円、本年度は新たに、携帯電話の開閉部分のねじの組み立て
を受注し、本年10月末現在で8,300円と増加している。

◇第4号議案「指定管理者の指定について（東金市簡易マザーズホーム）」
問 利用者負担の上限額の世帯状況と母子家庭の状況は。
答 10月末の登録者数、55名で生活保護世帯が１世帯、市民税非課税世

嶺南・正気西部クリーンセンター



蘯　平成24年 2月 1日 議　会　だ　よ　り 第 150 号

市役所１階ロビーで本会議をご覧いただけます。
現在、議会中継放映の試行として、市役所庁舎内に限って議場の中継放映を行っています。
市役所１階のロビーに設置されたテレビで、本会議の様子をご覧いただくことができます。

問
　
都
市
計
画
税
は

目
的
税
と
聞
く
が
、
そ

の
目
的
と
こ
れ
ま
で
の

納
税
額
を
伺
う
。
ま
た

そ
の
使
用
先
は
、
納
税

者
が
納
得
で
き
る
よ
う

広
く
適
正
に
使
わ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
が
如
何

か
。

答

都
市
計
画
税
は
、

都
市
計
画
事
業
や
土
地

区
画
整
理
事
業
を
行
う

た
め
の
目
的
税
と
し
て

設
け
ら
れ
て
お
り
、
昭

和
51
年
度
に
課
税
を
開

始
し
て
い
る
。
手
元
の

数
字
で
は
、
平
成
10
年

度
か
ら
の
納
税
額
は
約

60
億
円
で
あ
る
が
、
こ

こ
10
年
間
は
、
主
に
下

水
道
事
業
に
使
わ
れ
て

き
て
い
る
。
但
し
、
そ

れ
以
前
に
お
い
て
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
や

街
路
整
備
事
業
、
都
市

公
園
の
整
備
事
業
な
ど

に
使
用
さ
れ
て
き
た

問
　
平
成
24
年
度
の

予
算
編
成
に
お
け
る
財

政
の
見
通
し
と
政
策
の

基
本
方
針
や
重
要
施
策

を
伺
う
。
ま
た
予
算
の

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
具

体
的
な
事
業
計
画
を
予

定
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
多
額
の
費
用
を
要

す
る
下
水
道
の
処
理
施

設
の
更
新
事
業
や
償
還

費
用
に
充
て
て
い
る
。

な
お
、
そ
の
効
果
に
つ

い
て
は
、
下
水
道
供
給

地
域
の
み
な
ら
ず
、
下

流
地
域
の
農
地
等
の
水

質
保
全
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

総
額
を
ど
の
程
度
見
込

み
、
そ
の
う
ち
経
常
一

般
財
源
と
経
常
経
費
を

ど
の
程
度
想
定
す
る
の

か
。

答

財
政
見
通
し
は
、

経
済
活
動
の
停
滞
に
よ

る
税
収
の
落
ち
込
み
や

震
災
復
興
財
源
捻
出
の

た
め
国
が
歳
出
削
減
を

表
明
し
て
い
る
こ
と
か

ら
今
後
、
国
の
補
助
金

等
が
縮
減
さ
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
市
税

に
つ
い
て
も
、
固
定
資

産
税
の
評
価
替
え
に
よ

る
減
額
も
見
込
ま
れ
る

こ
と
等
か
ら
厳
し
い
と

認
識
し
て
い
る
。
重
点

施
策
と
し
て
は
、
第
三

期
基
本
計
画
に
掲
げ
た

「
子
育
て
支
援
・
地
域

医
療
充
実
・
地
域
経
済

の
活
性
支
援
」
等
を
設

定
し
て
い
る
。
な
お
、

経
常
一
般
財
源
の
主
体

と
な
る
地
方
交
付
税

は
、
国
の
地
方
財
政
計

画
が
示
さ
れ
て
い
な
い

た
め
現
在
で
は
見
込
み

が
で
き
な
い
。
経
常
的

経
費
で
は
、
人
件
費
は

退
職
者
相
当
を
補
充
し

て
い
る
が
減
少
傾
向

で
、
公
債
費
も
ピ
ー
ク

を
過
ぎ
た
が
、
扶
助
費

は
今
後
も
増
加
が
予
想

さ
れ
る
。

問

メ
デ
ィ
ア
や
各
大

学
、
民
間
の
シ
ン
ク
タ

ン
ク
な
ど
か
ら
、
房
総

沖
地
震
は
、
明
日
起
こ

っ
て
も
不
思
議
で
は
な

い
よ
う
な
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
南
は
浜

岡
原
発
、
北
は
東
海
原

発
、
相
模
原
に
は
米
国

の
原
潜
が
あ
り
、
ま
た
、

３
・
11
の
大
震
災
の
時

に
は
、
市
原
の
石
油
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
で
火
災
が

起
き
、
そ
の
３
０
０
メ

ー
ト
ル
先
に
は
劣
化
ウ

ラ
ン
が
あ
る
と
い
う
危

険
な
状
態
で
あ
っ
た
。

房
総
沖
地
震
に
関
す
る

情
報
収
集
と
、
そ
れ
に

関
す
る
認
識
に
つ
い
て

伺
う
。

答

房
総
沖
の
地
滑
り

が
起
き
て
い
る
と
い
う

話
も
新
聞
で
拝
見
し

た
。
大
震
災
の
発
生
確

率
が
、
例
え
ば
、
三
陸

沖
か
ら
房
総
沖
の
海
溝

寄
り
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
8.6
か
ら
9.0
前
後
の
地

震
が
30
年
以
内
に
30
％

の
確
立
で
起
き
る
、
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
言

わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

東
海
地
震
等
に
つ
い
て

は
も
っ
と
高
い
数
値
が

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
い
つ
か
地
震
は
起

き
る
と
予
想
さ
れ
る
の

で
、
常
に
備
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

問
　
現
在
策
定
を
進

め
て
い
る
総
合
交
通
計

画
は
、
東
金
九
十
九
里

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の

開
業
に
も
関
わ
る
と
思

わ
れ
る
が
考
え
方
を
伺

う
。
ま
た
、
現
在
福
岡

地
区
と
豊
成
地
区
で
運

行
中
の
循
環
バ
ス
、
そ

し
て
補
助
金
で
運
行
し

て
い
る
北
中
学
校
ス
ク

ー
ル
バ
ス
と
源
・
上
布

田
線
は
、
今
後
ど
う
な

る
の
か
。

問
　
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
不
満
足
度
の
高
か

っ
た
公
共
交
通
の
充
実

に
お
い
て
、
現
在
市
の

交
通
網
が
抱
え
る
問
題

点
と
そ
の
改
善
策
は
。

ま
た
交
通
不
便
地
域
へ

の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

導
入
の
検
討
状
況
と
実

証
運
行
の
計
画
を
伺

う
。

答

交
通
不
便
地
域
を

鉄
道
駅
か
ら
１
㎞
以

上
、
バ
ス
停
か
ら
３
０

０
ｍ
以
上
離
れ
て
い
る

所
と
捉
え
、
こ
の
不
便

地
域
が
市
内
全
域
に
散

在
し
て
い
る
と
い
う
課

題
が
あ
る
。
そ
の
改
善

に
向
け
現
在
、
地
域
公

共
交
通
会
議
に
お
い

て
、
総
合
交
通
計
画
の

答

医
療
セ
ン
タ
ー
へ

の
足
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
計
画
の
中
で
も
民

間
交
通
事
業
者
を
主
体

に
位
置
づ
け
る
予
定
で

あ
る
。
現
在
千
葉
県
バ

ス
協
会
と
の
協
議
を
進

め
て
お
り
、
数
社
か
ら

の
積
極
的
な
申
し
出
も

出
て
お
り
、
ま
た
一
方

で
東
金
駅
と
医
療
セ
ン

タ
ー
を
つ
な
ぐ
路
線
と

な
る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
の
行
き
先
と
し
て
の

策
定
を
進
め
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や

路
線
バ
ス
、
循
環
バ
ス

の
利
用
者
の
声
を
踏
ま

え
、
「
移
動
し
た
い
時

間
に
ド
ア
ト
ゥ
ー
ド
ア

で
移
動
し
た
い
」
、
「
空

気
を
運
ぶ
べ
き
で
は
な

い
」
と
い
っ
た
地
域
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、
各
地
域
と
鉄
道
や

路
線
バ
ス
、
市
街
地
等

を
結
ぶ
た
め
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
を
市
内
全

域
に
導
入
す
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
た
。
今
後
は
、

サ
ー
ビ
ス
水
準
や
運
行

形
態
等
の
検
討
を
経

て
、
平
成
24
年
度
後
半

か
ら
実
証
運
行
に
入
る

予
定
で
あ
る
。

問
　
自
転
車
に
乗
る

と
き
は
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
、
年
齢
に
関

係
な
く
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

か
ぶ
る
べ
き
と
思
う
。

着
用
を
決
め
て
い
る
生

徒
た
ち
は
き
ち
ん
と
か

ぶ
っ
て
ほ
し
い
が
、
学

校
の
帰
り
道
に
な
る

と
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
持

ち
な
が
ら
か
ぶ
ら
な
い

姿
を
見
る
。
特
に
中
学

生
に
は
学
校
か
ら
の
啓

発
の
更
な
る
充
実
を
お

願
い
し
た
い
。

答

交
通
事
故
か
ら
身

を
守
り
、
尊
い
命
を
守

る
た
め
の
教
育
は
と
て

も
大
切
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
も
交
通
安
全
の
指

導
に
は
努
め
て
き
た

が
、
今
後
も
さ
ら
に
登

下
校
に
お
け
る
自
転
車

通
学
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
に
関
し
て
指
導
の

徹
底
を
図
る
よ
う
、
学

校
に
指
導
し
て
い
く
。

ま
た
、
日
常
生
活
に
お

い
て
も
、
着
用
の
重
要

性
に
関
し
て
の
啓
発
運

動
を
充
実
し
て
い
き
た

い
。死

亡
事
故
が
あ
っ
た

ば
か
り
で
あ
り
、
二
度

と
こ
の
よ
う
な
事
故
が

な
い
よ
う
、
も
し
自
分

が
事
故
に
遭
っ
た
ら
、

家
族
は
ど
う
思
う
か
な

ど
の
観
点
か
ら
も
、
命

の
大
切
さ
を
学
級
指
導

で
扱
う
よ
う
仕
向
け
て

い
き
た
い
。

位
置
づ
け
を
検
討
し
て

い
る
。
ま
た
、
市
内
循

環
バ
ス
２
路
線
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
度
後

半
か
ら
の
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー

実
証
運
行
の
結

果
を
十
分
検
証

し
、
平
成
25
年

度
中
に
結
論
を

出
す
予
定
で
あ

り
、
北
中
バ
ス

等
も
交
通
計
画

の
中
で
利
便
性

を
踏
ま
え
効
率

化
を
図
る
た
め

改
善
・
整
備
の

施
策
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け

て
い
る
。

都
市
計
画
税
の
こ
れ
ま
で
の
使
用
先
は

清
風
会
　
小
倉
　
治
夫

行 財 政

来
年
度
の
予
算
編
成
の
基
本
方
針
は

蒼
政
会
　
今
関
　
正
美

行 財 政
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問 

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問 

房
総
沖
地
震
に
関
す
る
情
報
収
集
は

社
会
民
主
党
　
水
口
　
　
剛

防災・防犯

都市計画税を活用し整備された田間中央公園

交
通
不
便
地
域
の
解
消
策
は

志
政
会
　
前
嶋
　
里
奈

交　　通

医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
充
実
を

陵
志
会
　
塚
瀬
　
一
夫

交　　通

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
啓
発
の
充
実
を

公
明
党
　
中
丸
　
悦
子

交　　通

導入の検討が進められているデマンドタクシー（イメージ）
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給
食
費
未
納
の
解
決
方
法
は

陵
志
会
　
清
宮
　
利
男

教　　育

問
　
近
年
の
経
済
不

況
が
続
く
中
で
、
こ
こ

数
年
は
各
地
区
か
ら
の

身
近
な
道
路
整
備
等
の

要
望
が
か
な
り
抑
え
込

ま
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
現
在
ま
で
に
各
地

区
か
ら
上
が
っ
た
要
望

事
項
の
件
数
と
実
施
件

数
を
地
区
別
に
伺
う
。

答

デ
ー
タ
と
し
て
保

存
し
て
い
る
平
成
15
年

度
か
ら
平
成
23
年
10
月

末
時
点
の
状
況
で
あ
る

が
、
東
金
地
区
（
東

金
・
日
吉
台
・
田
間
・

嶺
南
・
城
西
の
各
区
を

問

児
童
福
祉
法
第
24

条
で
は
、
保
護
者
か
ら

申
込
み
が
あ
っ
た
時

は
、
そ
れ
ら
の
児
童
を

保
育
所
に
お
い
て
保
育

し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

東
金
市
で
は
23
名
が
待

機
児
童
と
な
り
、
産
休

明
け
、
育
休
明
け
の
子

ど
も
の
入
所
希
望
は
切

実
で
あ
る
。
待
機
児
童

の
解
消
と
、
保
護
者
の

就
労
形
態
の
多
様
化
に

よ
り
、
土
曜
日
の
保
育

時
間
延
長
を
望
む
声
も

あ
る
が
今
後
の
対
応
を

伺
う
。

答

待
機
児
童
の
解
消

含
む
）
が
、
申
請
件
数

１
６
１
件
、
実
施
件
数

71
件
。
ま
た
公
平
地
区

で
は
、
申
請
件
数
43
件
、

実
施
件
数
16
件
。
丘
山

地
区
で
は
、
申
請
件
数

28
件
、
実
施
件
数
19
件
。

大
和
地
区
で
は
、
申
請

件
数
49
件
、
実
施
件
数

28
件
。
正
気
地
区
で
は
、

申
請
件
数
１
１
８
件
、

実
施
件
数
61
件
。
豊
成

地
区
で
は
、
申
請
件
数

75
件
、
実
施
件
数
40
件

実
施
。
福
岡
地
区
で
は
、

申
請
件
数
１
０
１
件
、

実
施
件
数
33
件
。
源
地

問
　
今
回
の
福
島
原

発
の
事
故
に
よ
り
、
多

く
の
福
島
県
民
が
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。
福
島
県
の
子
ど
も

た
ち
が
避
難
先
で
「
放

射
能
が
う
つ
る
」
と
言

わ
れ
て
い
じ
め
に
遭
っ

た
と
い
う
話
を
聞
き
、

と
て
も
胸
が
痛
く
な
っ

た
。小

学
生
の
と
き
か
ら

正
し
い
知
識
を
教
え
る

必
要
を
と
て
も
感
じ
て

い
る
が
、
市
で
は
子
ど

も
た
ち
に
放
射
能
教
育

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
を
伺
う
。

答

平
成
24
年
度
か

ら
、
文
部
科
学
省
作
成

の
副
読
本
を
使
っ
た
放

射
能
教
育
が
実
施
さ
れ

る
。
ま
だ
完
成
し
て
い

な
い
た
め
詳
細
は
不
明

だ
が
、
内
容
は
低
・

中
・
高
学
年
そ
れ
ぞ
れ

に
合
わ
せ
た
内
容
に
な

る
と
聞
い
て
い
る
。

副
読
本
が
送
ら
れ
て

き
た
ら
、
そ
の
詳
細
に

つ
い
て
子
ど
も
た
ち
が

理
解
で
き
る
よ
う
な
指

導
方
法
等
も
考
え
た

い
。今

年
、
県
内
で
見
ら

れ
た
福
島
県
か
ら
の
転

校
生
に
対
す
る
偏
見
や

い
じ
め
に
は
心
を
痛
め

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ

う
い
う
こ
と
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
、
人
権
に
も

配
慮
し
た
教
育
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

地
下
水
汚
染
の
現
状
と
改
善
策
は

志
政
会
　
伊
藤
　
博
幸

環　　境問
　
ガ
ス
事
業
に
つ

い
て
は
、
毎
年
１
億
円

を
超
え
る
利
益
が
出
る

よ
う
だ
が
、
市
民
に
と

っ
て
ガ
ス
料
金
は
負
担

で
は
あ
る
た
め
、
利
益

の
一
部
を
消
費
者
に
還

元
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
そ
の

結
果
、
ま
す
ま
す
強
い

経
営
体
質
に
変
化
で

き
、
市
の
ガ
ス
事
業
は

日
本
一
に
な
れ
る
と
考

問
　
本
市
に
お
け
る

上
水
道
の
未
普
及
地
域

の
分
布
と
世
帯
割
合

は
。
ま
た
昨
年
度
、
環

境
省
が
実
施
し
た
地
下

水
汚
染
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で

は
、
市
町
村
別
の
汚
染

判
明
実
例
が
出
て
い
る

が
、
当
市
で
も
18
ヶ
所

の
調
査
地
点
の
う
ち
10

ヶ
所
で
何
ら
か
の
有
機

性
化
合
物
が
検
出
さ
れ

た
よ
う
だ
が
、
こ
の
現

状
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

答

山
武
水
道
企
業
団

の
給
水
区
域
は
、
市
全

域
と
な
っ
て
い
る
が
、

上
布
田
地
区
と
極
楽
寺

地
区
の
５
９
３
世
帯
は

未
普
及
地
域
と
な
っ
て

お
り
2.6
％
の
割
合
で
あ

る
。次

に
、
汚
染
判
明
実

例
に
つ
い
て
は
、
毎
年

度
県
が
行
う
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
答
え
る
形
で

過
去
か
ら
現
在
に
至
る

地
下
水
の
基
準
値
超
過

の
現
状
を
表
し
た
も
の

で
あ
る
。
10
ヶ
所
の
内

訳
は
、
揮
発
性
有
機
化

合
物
（
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ

エ
チ
レ
ン
）
が
１
ヶ
所
、

重
金
属
等
（
砒
素
）
が

５
ヶ
所
、
硝
酸
性
窒
素

及
び
亜
硝
酸
性
窒
素
が

４
ヶ
所
で
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
市
や
県
の
定
期

監
査
や
移
動
調
査
を
続

け
て
い
る
。

区
で
は
、
申
請
件
数
18

件
、
実
施
件
数
12
件
と

い
う
状
況
と
な
っ
て
い

る
。

え
る
が
、
如
何
か
。

答

ガ
ス
事
業
の
平
成

22
年
度
決
算
で
は
、
未

処
分
利
益
剰
余
金
約
１

億
５
千
万
円
を
計
上
し

た
が
、
こ
の
利
益
に
つ

い
て
は
利
益
積
立
金
、

災
害
準
備
積
立
金
と
し

て
積
み
立
て
を
し
て
い

る
。
災
害
準
備
積
立
金

に
つ
い
て
は
平
成
24
年

度
に
目
標
額
の
５
億
円

に
達
す
る
見
込
み
で
あ

問
　
豊
成
地
区
で
起

こ
っ
た
中
学
生
の
死
亡

事
故
は
、
歩
車
道
境
界

ブ
ロ
ッ
ク
が
設
置
さ
れ

て
い
れ
ば
、
死
亡
に
は

至
ら
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
大
々

的
な
道
路
改
良
で
は
な

く
て
も
、
水
路
に
蓋
を

掛
け
る
だ
け
で
も
良
い

と
思
う
が
、
安
全
・
安

心
の
た
め
の
通
学
路
整

備
を
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

問
　
小
・
中
学
校
で

の
給
食
費
未
納
の
解
決

方
法
と
し
て
現
在
は
、

各
学
校
長
が
私
費
と
し

て
管
理
し
て
い
る
給
食

費
を
、
市
の
収
入
・
支

出
に
編
入
し
「
公
会
計
」

と
し
て
扱
い
、
よ
り
透

明
性
を
高
め
る
こ
と

で
、
給
食
費
納
入
者
が

不
利
益
に
な
ら
な
い
よ

う
に
し
て
は
如
何
か
。

答

納
入
者
が
不
利
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

に
は
、
未
納
者
を
な
く

し
、
徴
収
率
を
百
％
に

す
る
こ
と
で
あ
る
と
考

え
る
。

そ
の
た
め
に
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
ご
指

摘
の
「
公
会
計
」
も
含

め
、
次
の
様
な
手
順
で

徴
収
率
百
％
を
目
指
し

た
い
と
考
え
る
。
ま
ず

は
、
未
納
者
に
対
し
、

引
き
続
き
就
学
援
助
制

度
の
説
明
を
実
施
す

る
。
次
に
子
ど
も
手
当

か
ら
の
引
き
去
り
の
同

意
を
促
し
、
更
に
再
三

の
督
促
に
対
し
、
支
払

能
力
が
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
何
ら
反
応
を
示
さ

な
い
等
悪
質
と
思
わ
れ

る
場
合
に
は
、
簡
易
裁

判
所
を
通
じ
た
支
払
督

促
な
ど
の
法
的
措
置
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。
な
お
、
法
的

措
置
を
進
め
る
際
に

は
、
「
公
会
計
」
化
等

の
法
的
整
備
も
同
時
に

進
め
た
い
。

答

豊
成
三
区
か
ら
豊

成
小
学
校
間
の
通
学
路

は
、
以
前
か
ら
市
政
座

談
会
や
地
区
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

か
ら
の
要
望
等
が
あ

り
、
平
成
13
年
度
か
ら

平
成
17
年
度
の
間
に

は
、
通
学
児
童
な
ど
歩

行
者
の
安
全
確
保
策
と

し
て
、
歩
行
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
工
事
を
実
施

し
、
ま
た
平
成
22
年
度

に
は
、
「
学
童
注
意
」
、

「
ス
ピ
ー
ド
落
と
せ
」

利
益
還
元
で
販
売
価
格
日
本
一
の

実
現
を東

金
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
斉
藤
　
範
吉

ガス事業

通
学
路
の
安
全
確
保
策
を
早
急
に

陵
志
会
　
石
田
　
　
明

教育施設

小
学
校
で
の
放
射
能
教
育
の
実
施
を

公
明
党
　
佐
竹
真
知
子

教　　育

に
つ
い
て
は
、
幼
児
の

入
所
者
数
が
減
少
し
た

保
育
所
の
幼
児
ク
ラ
ス

を
１
ク
ラ
ス
減
ら
し
、

他
の
保
育
所
で
待
機
と

な
っ
た
乳
児
の
受
け
入

れ
を
行
う
な
ど
工
夫
に

努
め
て
い
る
。
国
県
か

ら
の
施
設
整
備
に
対
す

る
補
助
金
が
な
く
、
市

単
独
で
保
育
所
整
備
を

行
う
事
は
困
難
で
あ

る
。
ま
た
、
土
曜
日
の

時
間
延
長
に
つ
い
て

は
、
財
政
面
か
ら
５
ヶ

所
す
べ
て
は
困
難
で
あ

る
が
、
１
、
２
ヶ
所
で

の
実
施
に
向
け
て
検
討

し
て
い
る
。

各
区
か
ら
の
要
望
事
項
の
件
数
と

実
施
状
況
は

清
風
会
　
宍
倉
　
敬
文

建　　設

る
た
め
、
そ
れ
以
降
は
、

需
要
家
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
検
討
し
、
そ
の
中
で

ガ
ス
料
金
を

算
定
す
る
が
、

現
在
、
経
済

産
業
省
か
ら

原
価
計
算
に

関
す
る
指
導

を
受
け
て
必

要
な
計
算
を

し
、
そ
の
中

で
今
後
の
料

金
も
決
ま
っ

て
く
る
た
め
、

そ
う
し
た
中

で
安
い
料
金

が
実
現
で
き

れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

保
育
所
の
待
機
児
童
解
消
と

時
間
延
長
を

日
本
共
産
党
　
前
田
　
京
子

子 育 て

西中地区のガスホルダー
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問
　
市
に
は
地
区
公

民
館
が
７
館
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
災
害
時
の
避

難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
避

難
所
と
し
て
の
機
能
を

果
た
せ
る
よ
う
な
体
制

路
改
良
の
事
業
化
は
難

し
い
が
、
当
面
実
施
で

き
る
効
果
的
な
措
置
を

検
討
し
実
施
す
る
と
共

に
整
備
の
実
現
に
向
け

た
努
力
を
し
て
い
く
。

が
必
要
で
あ
る
と
思
う

の
で
整
備
を
お
願
い
し

た
い
。

答

地
区
公
民
館
に
つ

い
て
は
、
災
害
時
の
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
持

た
せ
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
一
次
避
難

収
容
所
と
し
て
早
期
に

開
設
で
き
る
よ
う
体
制

を
整
え
て
お
り
、
防
災

設
備
と
し
て
発
電
機
や

投
光
機
な
ど
の
購
入
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

ま
た
、
停
電
時
の
ト

イ
レ
の
使
用
と
い
う
問

題
も
あ
り
、
簡
易
ト
イ

レ
な
ど
も
す
ぐ
に
用
意

で
き
る
よ
う
配
備
体
制

の
検
討
も
進
め
て
い

る
。こ

れ
ま
で
は
緊
急
を

要
す
る
施
設
改
修
や
備

品
の
整
備
を
優
先
的
に

実
施
し
て
き
た
が
、
今

後
、
災
害
時
の
一
次
開

設
避
難
収
容
所
、
ま
た

拠
点
施
設
と
し
て
の
機

能
を
果
た
せ
る
よ
う
、

避
難
さ
れ
た
住
民
が
休

む
際
に
使
用
す
る
畳
や

調
理
室
な
ど
の
整
備
に

つ
い
て
も
、
関
係
課
と

十
分
協
議
を
行
い
、
整

備
を
し
て
い
き
た
い
。

の
路
面
表
示
に
よ
る
注

意
喚
起
、
そ
し
て
豊
成

三
区
役
員
に
よ
る
「
通

学
路
注
意
」
の
看
板
を

５
ヶ
所
設
置
し
て
き

た
。今

後
は
、
早
期
の
道

　 
　 
　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 
　 
　 

　 

　 
　 
　 

　 

　 
　 
　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 
　 
　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 
　 
　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 

　 
　 
　 

災
害
の
時
の
避
難
所
と
し
て

公
民
館
の
整
備
を

公
明
党
　
布
施
　
栄
亮

教育施設

※正・副議長及び議会運営委員長は、運用により一般質問を差し控えることとなっています。

一次避難収容所となる地区公民館
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◇第７号議案　平成22年度東金市一般会計決算の認定について
平成22年度の決算が黒字であったが、財政調整基金として積み立て
を行わずに有効に活用していくべきと思うが、今後の方針は。

答 財政調整基金が28億円となったが、今後、医療センターや緑花木セ
ンター等の懸案事項もあることから健全財政とするためには、30億
から40億円程度の財政調整基金が求められる。またこれまで普通建
設事業を削ってきたことから、補修により今後長期の使用が可能と
なるような事業を進めていきたい。
バス路線確保対策で市内循環バスの利用者一人あたりの負担はどの
程度か。また今後、負担を軽減する対策は。

答 利用者一人当たりの負担額は、福岡地区と豊成地区で運行している
市内循環バスの運行委託料から、運賃収入を差し引いた費用が１千
12万円であり、これを利用者数で割ると、一人あたり557円となる。
負担軽減策としては、利用者を増加させるため地区の推進委員会と
の連携強化を図ると共に、小学生のポスターの車内掲示や循環ルー
トの延長などを行っている。

◇第８号議案　平成22年度東金市国民健康保険事業特別会計決算の認定について
平成 22年度は、国保税の収納率が低下しているが、税率改正が影響
しているものか。また、税率改正が影響しているのであれば対策は
取っているのか。

答 平成22年度の収納率低下の要因として税率改正の影響があったこと
は否めないと考えている。このため、税額の増加により負担が大き
くなる納税者に対しては、年８回の納期を12回にして１回の支払額
を軽減するなどの納付の緩和措置を講じている。

◇第10号議案　平成22年度東金市後期高齢者医療特別会計決算の認定について
後期高齢者医療の保険料について、収入未済や不納欠損があるが収
納率向上対策は。

答 滞納者の中で市税も滞納している方については、市税の滞納整理に
合わせて収納対策に取り組んでいるが、後期高齢者医療の保険料の
みを滞納している方に対しては、本年度から収税課と国保年金課が
連携して、両課合同で徴収体制を整え収納率の向上に努めている。

◇第11号議案　平成22年度東金市介護保険事業特別会計決算の認定について
平成 22 年度の介護サービス等給付費は、21 年度と比較してどうで

あったのか、また、よく利用された介護サービスは。
答 介護サービス等給付費は、高齢者及び要介護認定者等の増加により、
平成21年度と比較して１億5,302万円の増額、6.2％の増率であった。
また、平成22年度よく利用された介護サービスは、在宅サービスで
はデイサービスが３億 6,317 万円、ホームヘルプサービスが２億
7,228万円、デイケアが２億4,335万円、施設サービスでは特別養護
老人ホームが４億5,197万円、介護老人保健施設が３億4,565万円で
あった。

◇第12号議案　平成22年度東金市下水道事業特別会計決算の認定について
市債が前年度と比較して約 4億 4千万円程増額となっているがその
理由は。

答 浄化センター改築更新工事に充てる市債の発行が多かったことと資
本費平準化債を発行したためである。

◇第13号議案　平成22年度東金市農業集落排水事業特別会計決算の認定について
農業集落排水事業を実施している各 4地区の対象件数、接続率、平
成21年度からの増減は。

答 平成 22 年度末現在において、福岡地区が対象件数 671 件、接続率
49.9 ％、前年度比 36 件増、松之郷地区が対象件数 304 件、接続率
69.7 ％、前年度比７件増、嶺南正気西部地区が対象件数 348件、接
続率 74.1 ％、前年度比７件増、上谷地区が対象件数 256件、接続率
83.6％、前年度比２件増である。

◇第16号議案　平成22年度東金市ガス事業会計決算の認定について
営業活動は具体的にどのような活動をしているか。

答 毎年行われている産業祭において、今年度は山武郡市連絡協議会で
ブースを設けて、ガス器具等の展示、啓発を行う。また、供給改善
工事、入替工事を行った際、近隣の方々へ都市ガスのＰＲ及び希望
があれば内管工事の見積りをし、都市ガスへの切替をお願いしてい
る。

◇第17号議案　平成22年度東金市ガス事業剰余金の処分について
災害準備積立金を5億円積立てた後、利益はどのように活用するのか。

答 現在、ガス料金の原価計算をしており、剰余金がどのくらいになる
か未定であり、原価計算が終了した後、検討していく。

開 催 日 平成23年 10月 31日・ 11月１日・11月 2日
委 員 長 石田　明　　
副委員長 宍倉　敬文
委　　員 前嶋　里奈・清宮　利男・布施　栄亮・宮山　博

議会を傍聴しましょう 【傍聴席は60席です】

次の定例会は、2月 24日（金）10時から開会される予定です。

（受付は 8時 30分から）また、請願・陳情の提出期限は、2月 17日（金）です。

詳しくは議会事務局まで　　電話０４７５－５０－１１８１

審査に先立ち、二期工事を終えた正気小学校を現地視察

問

問

問

問

問

問

問

問

問

各会計決算審査特別委員会での主な質疑


